

























































よれば、1945 年 12 月 23 日が脱稿日とのことであり5、1948 年に懐正文化出版
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社から刊行された単行本『幻覚』に収録された。他の収録作品は「滔滔」、「属





















































































































































































しまった遼寧省出身であり、1928 年 6 月、父張作霖を関東軍に爆殺されたため、
日本と手を組むという蒋介石の政策は到底受け入れられるものではなかったの




その間、戦争は更に拡大し、1937 年 12 月 13 日、日本軍は南京を占領、華北
華中を手に収めた。それを受け、国民党政府は急遽、首都機能を南京から重慶







4 点である。13 11 月 20 日、「国民政府移駐重慶宣言」を交付、12 月 1 日には国
民党政府主席林森（1867-1943）が重慶における政府の公式業務の開始を宣言し






























1937 年 7 月 7 日、北京郊外で起こった盧溝橋事件に端を発し、日中全面戦争
85
困難に直面しつつ抗戦体勢を構築していった。1941 年 12 月 8 日の真珠湾攻撃
を皮切りに、日中戦争はアジア太平洋戦争へと拡大、その結果、それまで怒涛
の勢いであった日本軍による占領地拡張の進度は一気に落ち込み、その後の戦
線には大きな変動はなく、1945 年 8 月 15 日の日本の無条件降伏へとつながっ
ていく。 
























聞『華西教会新聞』（1899 年 2 月創刊）、カトリック系教会新聞『崇実報』（1904
年創刊）、近代国家におけるメディアの重要性に鑑みて創刊された『広益叢報』
（1904 年 4 月創刊）、重慶としては初の日報である『重慶日報』（1904 年 10 月
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撃」の標的となった。1938 年 12 月 18 日に開始し、1941 年 9 月まで断続的に行
なわれた所謂「重慶爆撃」の舞台だったのである。これは日本陸海軍航空部隊
による大規模な都市無差別爆撃であり、蒋介石率いる国民党政府の屈服を期し
たものであった。とりわけ 1939 年 5 月から 1941 年 9 月までの 2 年 4 か月間に
行なわれた組織的継続的な空爆は激しく、重慶市のみで 218 回に及び、死者
10,499 人、負傷者 14,901 人、倒壊家屋 9,570 棟に上るという。 
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るが、1939 年 5 月 3 日及び 4 日の爆撃は、重慶爆撃の全期間中、最大の死者を

































































るが、1939 年 5 月 3 日及び 4 日の爆撃は、重慶爆撃の全期間中、最大の死者を













































次いで同年 12 月 8 日、真珠湾攻撃により太平洋戦争勃発。徐訏は活動の拠点
を重慶に移す決心をする。翌 42 年 5 月 3 日、徐訏は上海を離れ、陸路と水路を





1942 年 9 月と言えば、重慶爆撃終了の 1 年後である。都市が完全に元の貌を
取り戻していたとは考えづらい。恐らく、焼け跡が残る状態であっただろう。
その中で徐訏は『風蕭蕭』を執筆し、1943 年 3 月 1 日から『掃蕩報』での連載
が開始、『掃蕩報』をして洛陽の紙価を高からしめた。そして 1944 年、徐訏は
『掃蕩報』の駐米特派員として渡米、ニューヨークとウィスコンシンに滞在する。
抗戦勝利を経、1946 年 8 月に帰国した。 
 
４．春に仮託された恋と戦争の影























































































































































































                                                             
1 徐訏の経歴及び作風については拙論「徐訏『鬼恋』試論――悲恋への序奏」（『言語文化
論叢』（金沢大学国際基幹教育院外国語教育系紀要）第 21 号、2017 年 3 月）に詳しい。 






























                                                                                                                                             
文、第 13 巻から第 15 巻が詩歌、第 16 巻が戯劇である。 
3 注 1 前掲拙論。 
4 曹聚仁著『文壇五十年』東方出版中心、1997 年。 
5 馮芳「徐訏五十年写作詳細年表」http://blog.sina.com.cn/s/blog_ccd02d160102v39r.html 2014






6 テキストは『徐訏文集』第 6 巻（上海三聯書店、2008 年）に拠る。また、「春」の引用
は全て本テキストに基づき、拙訳を付す。 








11 重慶の地名の由来については羅永禄「“重慶”名称的由来」（『牛城晩報』2008 年 2 月
26 日第 12 版）を参照。http://www.xtrb.cn/epaper/ncwb/html/2008-02/26/content_40311.htm
（2017 年 11 月 30 日閲覧） 










15 注 9 劉大年・白介夫前掲書。 
16 注 4 曹聚仁前掲書。 
17 孫同川主修、重慶市地方志編纂委員会総編輯室編『重慶市志』第一巻（四川大学出版
社、1992 年）によれば、『中央日報』は 1938 年 9 月 15 日に湖南省長沙から、『掃蕩報』
は 10 月 1 日、『新華日報』は 10 月 25 日にともに武漢から、『大公報』は 11 月 1 日に漢
口から重慶に移転している。 
18 趙景深『文壇憶旧』上海北新書局、1948 年。 
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21 注 9 劉大年・白介夫前掲書を参照。 
22 注 13 戦争と空爆問題研究会編前掲書を参照。なお、死傷者の数や被害の規模について
は、爆撃の地域や期間の不統一によって諸説ある。また重慶大爆撃賠償請求訴訟の裁判
結果については、「加害と被害の事実は東京地裁が認定――重慶大爆撃裁判で原告敗訴」
（『週刊金曜日公式ブログ・週刊金曜日ニュース』2015 年 3 月 19 日 http://www.kinyobi.co.jp/ 








25 劉紹唐主編『民國大事日誌』第一冊、傳記文學雜誌社、1973 年。民国 28（1939）年 5
月 6 日の記事。 





27 朝吹登水子著『愛のむこう側』新潮文庫、昭和 58 年（新潮社単行本初版は昭和 52 年）。
徐訏と朝吹登水子との関わりについては拙論「徐訏と朝吹登水子」（『お茶の水女子大学
中国文学会報』第 36 号、2017 年 4 月）に詳しい。 
28 例えば、同時期にパリ大学に留学していた作家の銭鍾書（1910-1998）・楊絳（1911-2016）
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チケットを入手し、三等で帰国した。1938 年 8 月のことである」。 
29 1943 年、天地出版社。『結婚十年』において蘇青は「蘇懐青」、夫の李欽后は「崇賢」、
徐訏は「余白」、趙璉は「胡麗英」として描かれている。 
30 金鳳著『徐訏小説的詩性品格研究』中国社会科学出版社、2016 年。 
31 注 5 前掲馮芳「徐訏五十年写作詳細年表」によれば、『旧神』の脱稿はニューヨーク滞
在中の 1945 年 12 月 18 日。「春」の脱稿の 5 日前である。なお、『旧神』は 1950 年に香
港夜窗書屋から単行本として刊行された。 
32  Green, Frederik Hermann. A Chinese Romantic’s Journey through Time and Space: 
Cosmopolitanism, Nationalism and Nostalgia in the Work of Xu Xu (1908-1980). Ph.D. Diss. New 
Haven: Yale University, 2009, p.261. 
 
【附記】本稿は学術研究助成基金助成金の交付を受けた挑戦的萌芽研究「中国現代文学に
おける通俗小説――Xu Xu・Wumingshi を中心に」（課題番号：15K12869）と基盤研究（C）
「日中戦争時期重慶における民族主義文壇と国民党系知識人の内陸都市間連携」（課題番
号：17K02642、研究代表者：大阪教育大学・中野知洋）による研究成果の一部である。 
100
